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■ 区政運営の基本姿勢（たたき台） 

  

① 区民起点の区政運営を行います。 

 

   区政の主役は区民です。区は、区民のよりゆたかなくらしの実現のためにあります。 

そのことが区政運営の起点です。新宿区は、「区民の、区民による、区民のための区 

政」をめざし、区民起点の区政運営を行います。 

区民を起点とした区政運営とは、自分の仕事や行動が、「区民が本当に求めているの 

か、区民のためになるのか」という原点に絶えず立ち戻り、検証することです。区 

政の原点を、一人ひとりの職員が常に念頭において職務を遂行する、区民起点の区 

政運営を行っていきます。 

 

 

② 協働と参画を基本に、区民の知恵と力を活かす区政運営を行います。 

 

分権時代にふさわしい自治の実現をめざし、協働と参画を基本とするまちづくりを 

進めます。 

区民の知恵と力を活かした協働の取組みや、区民のまちづくりへの主体的な取組み 

を推進していくことにより、一歩づつ住民自治の実現を図ります。 

そのためには、協働と参画の前提となるまちづくりの課題や目標を区民と区が共有 

できるよう、区政の情報公開をより一層推進します。 

 

  

③ 地域力を高める区政運営を行います。 

 

   地域の行政課題は地域が主体となって、自らの創意と工夫により解決できるよう、 

地区協議会に対する人的及び財政的支援を充実し、地区協議会の機能強化を促進 

します。 

また、特別出張所については、地域コミュニティを支える核として、さらに、地域 

と行政とを繋ぎ、結ぶ窓口として、その機能の充実を図ります。 

そうした取組みを通して、地区協議会がＮＰＯや専門家等の多様な主体との連携に 

より、地域の課題を自ら発見し、自ら解決していく力を一層高めていくことを支援 

していきます。   

 

 

④ 区民に成果が見える区政運営を行います。 

 

   「結果」を重視する区政から、「成果」を重視する区政へと転換を図ります。 

計画の進行管理を行い、その成果を区民が評価できるしくみを組み込みます。 

こうした評価と予算・決算との連動を図ることで、計画の実効性の確保を図るとと 

もに、区民の評価を反映した施策や事業の見直しを柔軟に行います。 
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⑤ 効率的・効果的な区政運営を行います。 

 

   人員や予算等の限られた行政資源を最も効率的・効果的に活用することがいつの時 

代でも重要です。政策の優先度を明らかにするとともに、職員一人ひとりが適切な 

コスト意識を持ち、効率的・効果的な区政運営を目指します。 

政策目標に対し、実施効果がどの程度上がっているのか、行政評価の手法により、 

経済性、効率性、有効性の各面から検証していくしくみを充実します。 

 

  

 ⑥ 職員の力を活かす区政運営を行います。 

 

   区民ニーズに的確に対応した区民サービスを提供するためには、職員の意識改革を 

進め、職員一人ひとりが常に、明確な目標と意欲をもって職務に従事することが重 

要です。 

   そのためには、組織目標と職員の個人目標が一致するとともに、職員の意欲や能力、 

職務の実績が適切に評価され、人事給与制度に反映されるしくみが必要です。 

分権時代にふさわしい行政感覚と現場・現実を重視する職員が育つ環境づくりを進 

め、職員の力が最大限に活かされる区政運営を行います。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


